
第１１２号 平成２９年９月１日
美奈宜の杜区会
コミ協 生活環境部会

－編集後記—　 ＜高齢化と社会の進歩＞

　ＳＭＳによる住民連絡網を構築しようと、区会役員は長期間に亘り、方法や情報管理の課題を論議してまいりました。今回やっと皆様

へのテスト送信まで漕ぎ着けましたが、実施するにあたり役員が所有する携帯やスマホの種類がまちまちで、一律のシステムでの対応

が困難であることが判明しました。幸いこの分野に詳しい役員により解決しましたが、私たちは高齢化し、社会の急激な進歩について行

けない現実を見た次第です。私たちは、今のような進歩についていく必要はあるのでしょうか？社会の進歩に遅れたら、生活できなくな

る社会では、高齢者はどうなるのでしょうか。私達の『まちづくり』には、このような観点も必要だと感じています。 福元記

羅針盤 区会だより 

美奈宜の杜の豪雨災害の被害と対応状況 
 豪雨災害から２カ月が経過しようとしています。今災害で、当地区での被害も発生していますので、

街内の被害個所への対応や周辺の状況と、今後の災害対策について報告します。 

 １）幹線道路の崖崩れと路面損傷の修復状況 

   １丁目出口付近（五郎丸池西側）の崖崩れは、現在応急処置のままです。また、６丁目テニス 

   コート横の道路のマンホール周辺の損傷は修復が終わりましたが、八丁トンネルダンプ通行に 

   よる舗装修復の際に、再修復するとの事です。 

 ２）宅地の崖崩れの修復状況 

   個人宅の２軒で、宅地斜面の崖崩れが発生しました。個人所有地の敷地の崩壊は、所有者の 

   自己負担で修復されました。宅地と斜面の所有者が異なるケースでは、双方の話し合いにより 

   修復に向けた対策がされることになりました。また、後者のお宅の場合は、「杜のオアシス」の 

   皆様の尽力で、その後の崖の崩壊が食い止められています。 

 ３）テレビ映りの不具合の原因と対策 

   落雷が原因で長時間テレビが映らなくなりました。正しくは、誘導雷が原因との事で、共聴アン 

   テナに直接雷が落ちた事が原因ではなかったようです。現在、西ビルが業者と、防止対策を相 

   談していますが、各お宅で、万一の場合の情報収集対策を考えておくことも必要です。 

 ４）水の文化村について 

   現在、水の文化村は今災害のゴミ（流木、瓦礫、土砂）の置場になっています。市内山間部に 

   は、まだ搬出できてない倒木等が多数あって、水の文化村の駐車場、グランドの再開の目途は、 

   立たない状況との事です。水の文化村付近は、ダンプの通行が多いため、市街地に出る場合 

   は、県道（美奈宜神社方面のカーブが多い道路）の利用を避け、秋月カントリーを通る市道の 

   利用をお勧めします。 

 ５）今後の災害対策について 

  １、災害対策は、行政からの情報を確認してください。日頃、確認手段を考えておいてください。 

  ２、この街では台風や豪雨の最中は、ご自宅にいることが安全です。 

  ３、夜間、心配な場合は、西ビル事務所かセコムに連絡してください。 

  ４、敷地の崖や斜面は、所有者の責任で災害対策をしなければなりません。山林や斜面の所有 

    者が異なる場合は、双方で話し合って、災害対策をしてください。工事業者の紹介は、西ビル 

    に相談してください。 

  ５、ご自身で、災害への備えをしておくことをお勧めします。 

   ・配布したセコムのカタログを参考にしてください。 

   ・防災へのご相談は、コミ協（自主防災会）や西ビルにしてください。       （区会長 福元） 

★ＳＭＳ（ショートメール）連絡網の送信テストを実施します 

 ９月１日（木） １４：００～１５：００に、ＳＭＳ連絡網に登録された方を対象に、テストメールを送信 

 します。詳しくは、別紙（チラシ）を配布しましたので、ご確認をお願いします。 

  ◯従来の固定電話利用の方には、今回連絡はしません。 

  ◯今回の確認後、自主防災会でも利用する予定です。 

                        農業体験チームからの報告 

 

 被災された近隣地区への支援は、コミ協で計画、実施していますが、区会が役割を担う「農業体験」 

チームから、「高木地区（黒川）応援」への取組状況を報告します。 

＜黒川の林さんと地域の様子＞ 

 ①被災後、１カ月程して道路が開通しました。林さんのお宅は被災してなく、地域に残り、地域再建 

   に取組み、今後も農業を継続されるとのことです。ご自身の農地や、地域内の公共インフラの復旧 

   の他、近隣の方の生活再建を応援しておられます。私達がお手伝いをすることで、林さんの時間が 

   出来、地域の他の方の生活再建への支援になっています。 

 ②災害後から実施した農業応援は、８月６日、２７日の２回、２０名の方が参加されました。今の作業 

   は、畑の草取りが主ですが、これからは秋冬野菜の種まきや、秋野菜の収穫や梨の収穫作業が 

    があります。私達には、多少厳しいですが、稲刈りのお手伝いも計画します。 

 ③地域の水田はかなり被害を受けたようですが、特産の高木梨への被害は少なかったようです。 

   現在、林さんの力を借り、地区の梨生産者への応援として、「高木梨」の販売を行っています。 

   ８月１１日、２５日の２回、美奈宜の杜センターで販売会を実施し、また贈答用化粧箱の申し込み 

    を受け付け、総量で５００ｋｇほどを、皆様にご購入いただきました。 

   １０月下旬まで「高木梨」の販売を継続しますので、よろしくお願いします。 

＜これからの応援について＞ 

 ①農作業 ９月初め～秋、冬野菜の種まき、畑作り 

        １０月初め～なしの収穫（林さん果樹園） 

        １０月下旬～イモ類の収穫、稲刈 

        １１月～秋野菜の収穫 

 ②農業生産物の購入 

   農作業のようにきつくはありませんので、ぜひ皆さんのご協力をお願いします。 

   梨の販売は、地域の生産者が対応される間は継続します。１０月になると林さんの梨も出て来ます。 

   秋野菜が出てきたら、美奈宜の市などに販売に来られるでしょうから、皆さんご購入してください。 

高木地区への応援 

★秋季一斉清掃のお知らせ 
 ７月１５日の一斉ノーポイは、今回の災害を受けて市が中止としました。秋の一斉清掃についても 

 市は中止の方針ですが、各地区が独自に実施することは可能との事です。 

 当地区としては、１０月２８日（土）に、秋季一斉清掃を予定します。実施日が近づきましたら、詳細 

 を連絡します。街内の美化の為に、皆様のご理解とご協力をお願いします。 
 


